
① 2018.3.26～28
記念すべき第１回は石巻市にて、とにかく話してみようと平
日の日中、３日連続で開催。聴衆は少数だったが熱いトーク
を展開し、次回へ向けての手応えを確信。

③ 2018.8.7
東松島市赤井で開催。地元の小学生が多数参加。
小学生時代に震災を体験した学生の話がリアルに
伝わったようだ。

⑦ 2019.8.11
東京で初開催。東北の若者と関東の若者８名が
コラボトークを展開。活発に意見を交わし、震
災伝承をアップデートしていくことを確認し合
いった。 レポート→ https://311mn.org/repo01

② 2018.5.4
第２回はゴールデンウ
イーク。前回と同じ会
場で、多くの方にトー
クを聞いてもらった。

噂を聞きつけ
３日目は大盛況

⑤ 2019.3.24
宮城の他、熊本地震の後「阿蘇の灯り」という団体
を立ち上げ、伝承活動や様々な交流を行っている若
者が参加。
会場の旧気仙沼向洋高校は３月に遺構・伝承館とし
てオープンしたばかりで、午前はみんなで見学した。

⑥ 2019.5.2
東松島市の防災教育施設「キボッチャ」（旧野蒜小学校）で開催。８人の
若者が登壇。個人トークの後、４人ずつのグループディスカッション。
これからの活動について意見を交わした。次回は東京でやることに決定！

④ 2018.12.22
名取市の伝承施設「閖上の記憶」が会場。
閖上中学校の卒業生も初参加。体験と想いを語った。
また、石巻の中学生が、未来の街づくりのために3.11

を忘れてはいけないと主張。
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⑧ 2019.12.22
仙台開催


